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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両情報を表示する第１表示面と、
　奥行き方向に沿って前記第１表示面に重ねて設けられ光を透過すると共に図柄を構成す
る凹凸部が形成され光源から照射される光によって前記図柄を表示する表示状態と、前記
光源が消灯することで前記図柄を非表示とする非表示状態とを切り替え可能である第２表
示面とを備え、
　前記第２表示面は、前記図柄として第１図柄が形成される第１透明導光板と、前記第１
透明導光板とは別体に形成され前記奥行き方向と交差する幅方向に沿って当該第１透明導
光板と隣接して設けられると共に前記図柄として第２図柄が形成される第２透明導光板と
によって構成され、
　前記光源は、前記第１透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第１図柄を
表示する第１光源と、前記第２透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第２
図柄を表示する第２光源とを含んで構成され、前記第１光源と前記第２光源とが個別に点
灯と消灯とを切り替え可能であることを特徴とする、
　表示装置。
【請求項２】
　前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接する側の端面が当該第１透
明導光板と当該第２透明導光板とが隣接する前記幅方向と交差する前記奥行き方向にずれ
ている、
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　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接する側の端面の一方が他方
からの漏れ光の出射範囲外に位置する、
　請求項１又は請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接する側の端面が予め設定さ
れる想定視認方向に沿っている、
　請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１表示面は、一方向に偏光された光によって前記車両情報を表示し、
　前記凹凸部は、前記偏向された光の偏光方向と交差する方向に延在する溝である、
　請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　車両情報を表示する第１表示面と、
　前記第１表示面に重ねて設けられ光を透過すると共に図柄を構成する凹凸部が形成され
光源から照射される光によって前記図柄を表示する表示状態と、前記光源が消灯すること
で前記図柄を非表示とする非表示状態とを切り替え可能である第２表示面とを備え、
　前記第２表示面は、前記図柄として第１図柄が形成される第１透明導光板と、前記第１
透明導光板とは別体に形成され当該第１透明導光板と隣接して設けられると共に前記図柄
として第２図柄が形成される第２透明導光板とによって構成され、
　前記光源は、前記第１透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第１図柄を
表示する第１光源と、前記第２透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第２
図柄を表示する第２光源とを含んで構成され、前記第１光源と前記第２光源とが個別に点
灯と消灯とを切り替え可能であり、
　前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接する側の端面の一方が他方
からの漏れ光の出射範囲外に位置することを特徴とする、
　表示装置。
【請求項７】
　車両情報を表示する第１表示面と、
　前記第１表示面に重ねて設けられ光を透過すると共に図柄を構成する凹凸部が形成され
光源から照射される光によって前記図柄を表示する表示状態と、前記光源が消灯すること
で前記図柄を非表示とする非表示状態とを切り替え可能である第２表示面とを備え、
　前記第２表示面は、前記図柄として第１図柄が形成される第１透明導光板と、前記第１
透明導光板とは別体に形成され当該第１透明導光板と隣接して設けられると共に前記図柄
として第２図柄が形成される第２透明導光板とによって構成され、
　前記光源は、前記第１透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第１図柄を
表示する第１光源と、前記第２透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第２
図柄を表示する第２光源とを含んで構成され、前記第１光源と前記第２光源とが個別に点
灯と消灯とを切り替え可能であり、
　前記第１表示面は、一方向に偏光された光によって前記車両情報を表示し、
　前記凹凸部は、前記偏向された光の偏光方向と交差する方向に延在する溝であることを
特徴とする、
　表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　車両等に搭載される従来の表示装置として、例えば、特許文献１には、車両の計器を表
示する第１表示部と、付加的情報を表示する第２表示部とを備える表示装置が開示されて
いる。当該表示装置の第２表示部は、第１表示部の目盛盤の表側に重ねて複数枚の無色透
明の導光板が配置され、当該導光板に溝によって図柄が形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－３２２８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述の特許文献１に記載の表示装置は、例えば、より多様な表示態様の実現
が望まれている。
【０００５】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであって、多様な表示態様を実現すること
ができる表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る表示装置は、車両情報を表示する第１表示面
と、前記第１表示面に重ねて設けられ光を透過すると共に図柄を構成する凹凸部が形成さ
れ光源から照射される光によって前記図柄を表示する表示状態と、前記光源が消灯するこ
とで前記図柄を非表示とする非表示状態とを切り替え可能である第２表示面とを備え、前
記第２表示面は、前記図柄として第１図柄が形成される第１透明導光板と、前記第１透明
導光板とは別体に形成され当該第１透明導光板と隣接して設けられると共に前記図柄とし
て第２図柄が形成される第２透明導光板とによって構成され、前記光源は、前記第１透明
導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第１図柄を表示する第１光源と、前記第
２透明導光板に光を照射し当該照射した光によって前記第２図柄を表示する第２光源とを
含んで構成され、前記第１光源と前記第２光源とが個別に点灯と消灯とを切り替え可能で
あることを特徴とする。
【０００７】
　また、上記表示装置では、前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接
する側の端面が当該第１透明導光板と当該第２透明導光板とが隣接する方向と交差する方
向にずれているものとすることができる。
【０００８】
　また、上記表示装置では、前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接
する側の端面の一方が他方からの漏れ光の出射範囲外に位置するものとすることができる
。
【０００９】
　また、上記表示装置では、前記第１透明導光板と前記第２透明導光板とは、相互に隣接
する側の端面が予め設定される想定視認方向に沿っているものとすることができる。
【００１０】
　また、上記表示装置では、前記第１表示面は、一方向に偏光された光によって前記車両
情報を表示し、前記凹凸部は、前記偏向された光の偏光方向と交差する方向に延在する溝
であるものとすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る表示装置は、第１表示面に表示される車両情報と、第１表示面に重ねて設
けられ光を透過する第２表示面に表示される図柄とを組み合わせて情報を表示することが
できる。この場合、表示装置は、第１表示面に重ねて設けられる第２表示面が光を透過し
、かつ、図柄の表示、非表示を切り替え可能に構成されることで、例えば、第１表示面の
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表示領域を広く使って車両情報を表示することもできる。そしてさらに、表示装置は、第
２表示面が第１透明導光板と第２透明導光板とによって構成されると共に、第１透明導光
板に対する第１光源と第２透明導光板に対する第２光源とにおいて、個別に点灯と消灯と
を切り替えることができるので、第１透明導光板に形成された第１図柄と、第２透明導光
板に形成された第２図柄とに関し、個別に表示状態と非表示状態とを切り替えることがで
きる。この結果、表示装置は、多様な表示態様を実現することができる、という効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、実施形態に係る表示装置の奥行き方向前面側の正面図である。
【図２】図２は、図１に示すＡ－Ａ断面図である。
【図３】図３は、図１に示すＢ－Ｂ断面図である。
【図４】図４は、実施形態に係る表示装置の文字板を表す正面図である。
【図５】図５は、実施形態に係る表示装置の透明文字板を表す正面図である。
【図６】図６は、図２に示す囲み線Ｃ内の部分的な断面図である。
【図７】図７は、実施形態に係る表示装置の第１表示面、及び、第２表示面を含む要部の
分解斜視図である。
【図８】図８は、実施形態に係る表示装置の透明文字板を含む幅方向に沿った模式的な断
面図である。
【図９】図９は、図８に示す囲み線Ｄ内の部分的な断面図である。
【図１０】図１０は、表示装置の輝度実測試験の前提条件について説明する模式図である
。
【図１１】図１１は、表示装置の輝度実測試験の前提条件について説明する模式図である
。
【図１２】図１２は、表示装置の輝度実測試験の前提条件について説明する模式図である
。
【図１３】図１３は、表示装置の輝度実測試験の結果を表す線図である。
【図１４】図１４は、実施形態に係る表示装置の第２表示面の一部が非表示状態である場
合の表示態様の一例を表す正面図である。
【図１５】図１５は、変形例に係る表示装置の透明文字板の端面を含む部分的な断面図で
ある。
【図１６】図１６は、変形例に係る表示装置の透明文字板の端面を含む部分的な断面図で
ある。
【図１７】図１７は、変形例に係る表示装置の透明文字板の端面を含む部分的な断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明に係る実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施形態
によりこの発明が限定されるものではない。また、下記実施形態における構成要素には、
当業者が置換可能かつ容易なもの、あるいは実質的に同一のものが含まれる。
【００１４】
［実施形態］
　図１は、実施形態に係る表示装置の奥行き方向前面側の正面図である。図２は、図１に
示すＡ－Ａ断面図である。図３は、図１に示すＢ－Ｂ断面図である。図４は、実施形態に
係る表示装置の文字板を表す正面図である。図５は、実施形態に係る表示装置の透明文字
板を表す正面図である。図６は、図２に示す囲み線Ｃ内の部分的な断面図である。図７は
、実施形態に係る表示装置の第１表示面、及び、第２表示面を含む要部の分解斜視図であ
る。図８は、実施形態に係る表示装置の透明文字板を含む幅方向に沿った模式的な断面図
である。図９は、図８に示す囲み線Ｄ内の部分的な断面図である。図１０、図１１、図１
２は、表示装置の輝度実測試験の前提条件について説明する模式図である。図１３は、表
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示装置の輝度実測試験の結果を表す線図である。図１４は、実施形態に係る表示装置の第
２表示面の一部が非表示状態である場合の表示態様の一例を表す正面図である。
【００１５】
　図１、図２、図３に示す本実施形態に係る表示装置１は、いわゆるメータを構成するも
のであり、例えば、自動車等の車両のダッシュボードに設けられたインストルメントパネ
ルに搭載され、車両の運転に供される種々の情報を表示する。
【００１６】
　なお、図１等に示す表示装置１の幅方向とは、典型的には、この表示装置１が適用され
る車両の車幅方向に相当する。以下の説明では、表示装置１の幅方向において、表示装置
１の前面に向かって左側を幅方向左側、向かって右側を幅方向右側という。また、図２、
図３等に示す表示装置１の奥行き方向とは、典型的には、この表示装置１が適用される車
両の前後方向（言い換えれば、車両進行方向）に相当する。また、表示装置１の前面側と
は、車両の運転席と対面する側であり、典型的には、当該運転席に座った運転者によって
視認される側である。一方、表示装置１の背面側とは、奥行き方向において前面側とは反
対側であり、典型的には、インストルメントパネルの内部に収容される側である。また、
以下の説明で用いる各方向は、特に断りのない限り、表示装置１がインストルメントパネ
ルに組み付けられた状態での方向を表す。
【００１７】
　具体的には、表示装置１は、ケース２と、回路基板３と、背面側表示装置４と、文字板
５と、前面側表示装置６と、見返し板７と、表ガラス８とを備える。表示装置１は、奥行
き方向の背面側から前面側に向かって、ケース２、回路基板３、背面側表示装置４、文字
板５、前面側表示装置６、見返し板７、表ガラス８の順で積層された構造となっている。
本実施形態の表示装置１は、背面側表示装置４と前面側表示装置６とが奥行き方向に重な
って設けられることで、ツーレイヤー式表示装置を構成する。
【００１８】
　ケース２は、樹脂材料等によって構成され、表示装置１を構成する種々の部品が組み付
けられこれらを収容する筐体の一部を構成するものである。
【００１９】
　回路基板３は、表示装置１における各種機能を実現するための種々の電子部品、配線が
実装されるものである。回路基板３は、ビス等の固定部材を介してケース２に組み付けら
れる。
【００２０】
　背面側表示装置４は、ツーレイヤー式の表示装置１において、奥行き方向背面側に位置
する表示部であり、車両情報を表示する第１層目の表示面（後述する第１表示面１１）を
構成する。本実施形態の背面側表示装置４は、画像表示装置としてのディスプレイ４１と
、セグメント表示部４２とを含んで構成される。背面側表示装置４が表示する車両情報と
しては、例えば、車両の速度やエコ走行等に関する情報の他、積算走行距離、冷却水温、
走行用動力源の出力回転数、燃料残量、バッテリ蓄電量、ナビゲーション情報、地図情報
、交差点情報等、車両の運転に際して時々刻々と変化する様々な運転に関する運転情報が
含まれてもよい。
【００２１】
　ディスプレイ４１は、回路基板３等を介して駆動制御され、画像表示面４１ａに種々の
車両情報に関する画像を表示するものである。画像表示面４１ａは、ディスプレイ４１に
おいて略矩形状の表示領域を構成する。ディスプレイ４１は、例えば、薄型の液晶ディス
プレイを用いることができるが、これに限らず、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディス
プレイ等を用いることもできる。ここでは、ディスプレイ４１は、車両の速度を表示する
速度計の一部を構成するものとして説明するがこれに限らない。ディスプレイ４１は、速
度計として機能する際には、例えば、画像表示面４１ａに車両情報として指針の実像画像
（以下、単に「指針画像」という場合がある。）４１ｂ、及び、速度計の目盛を構成する
実像画像（以下、単に「速度計小目盛画像」という場合がある。）４１ｃを表示する。指
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針画像４１ｂは、現在の計測値（ここでは速度）を指し示すための針状の画像であり、所
定の回転中心を中心として回動する回動型の指針の画像である。速度計小目盛画像４１ｃ
は、指針画像４１ｂの周りに設けられ当該指針画像４１ｂによって指し示される指標部の
画像であり、指針画像４１ｂの回転中心を中心とした円環と当該円環の内側に円周方向に
沿って等間隔で設けられる目盛の画像である。速度計小目盛画像４１ｃの目盛は、指針画
像４１ｂの先端の回動軌跡に沿って表示される。
【００２２】
　セグメント表示部４２は、回路基板３等を介して駆動制御され、複数のセグメント用光
源４２ａが点灯、消灯することで種々の車両情報を表示するものである。セグメント表示
部４２は、鉛直方向に沿って等間隔で並んで設けられた複数のセグメント用光源４２ａと
、後述の文字板５に描かれたセグメントバー５２とを含んで構成され、各セグメント用光
源４２ａの点灯、消灯に応じて各セグメントバー５２の表示、非表示が切り替えられる表
示灯式表示部である。各セグメント用光源４２ａは、例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）素子等によって構成されるがこれに限らない。各セグメント
用光源４２ａは、それぞれケース２に形成された複数のランプハウジング２１に１つずつ
収容され、回路基板３に実装されて駆動制御される。各セグメント用光源４２ａは、奥行
き方向背面側から前面側に向けて光を照射する。ここでは、セグメント表示部４２は、車
両のエンジン回転数を表示する回転計の一部を構成する回転計セグメント表示部４２Ａ、
車両の冷却水温を表示する水温計の一部を構成する水温計セグメント表示部４２Ｂ、車両
の燃料残量を表示する燃料計の一部を構成する燃料計セグメント表示部４２Ｃの３つを含
んで構成される。回転計セグメント表示部４２Ａは、ディスプレイ４１の幅方向左側にケ
ース２の鉛直方向上端部から下端部にかけて設けられる。水温計セグメント表示部４２Ｂ
は、ディスプレイ４１の幅方向右側にケース２の鉛直方向上端部から中央部にかけて設け
られる。燃料計セグメント表示部４２Ｃは、ディスプレイ４１の幅方向右側でかつ水温計
セグメント表示部４２Ｂの鉛直方向下側にケース２の鉛直方向中央部から下端部にかけて
設けられる。なお、以下の説明では、回転計セグメント表示部４２Ａ、水温計セグメント
表示部４２Ｂ、燃料計セグメント表示部４２Ｃを特に区別して説明する必要がない場合に
は、単にセグメント表示部４２という。
【００２３】
　文字板５は、図４に示すように、表示する車両情報に応じた種々の図柄、記号、文字列
等が描かれた板状の部材である。文字板５は、例えば、透明生地のポリカーボネイト製シ
ートであり、暗色系のインクによって、上記図柄、記号、文字列等に対応した形状が中抜
きされた印刷が施されることで、上記図柄、記号、文字列等が描かれている。ここでは、
文字板５は、ほぼ中央部に略矩形状の開口部５１が形成されている。上述のディスプレイ
４１は、前面側の表面が当該開口部５１を介して文字板５の前面側に露出しており、この
ディスプレイ４１の前面側の表面が上述の略矩形状の画像表示面４１ａの表示領域を構成
する。また、文字板５は、車両情報に関する図柄、記号、文字列として、少なくとも複数
のセグメントバー５２等を含んで構成される。文字板５は、これらセグメントバー５２の
部分が上述の中抜きされた部分であり、すなわち、光を透過する部分である。各セグメン
トバー５２は、幅方向に沿って矩形棒状に形成される。各セグメントバー５２は、上述し
たセグメント表示部４２の一部を構成する。複数のセグメントバー５２は、回転計セグメ
ント表示部４２Ａの各セグメント用光源４２ａに対応して１つずつ形成される回転計セグ
メントバー５２Ａ、水温計セグメント表示部４２Ｂの各セグメント用光源４２ａに対応し
て１つずつ形成される水温計セグメントバー５２Ｂ、燃料計セグメント表示部４２Ｃの各
セグメント用光源４２ａに対応して１つずつ形成される燃料計セグメントバー５２Ｃを含
んで構成される。回転計セグメントバー５２Ａは、開口部５１の幅方向左側に鉛直方向に
沿って等間隔で並んで設けられ、水温計セグメントバー５２Ｂ、燃料計セグメントバー５
２Ｃは、開口部５１の幅方向右側にそれぞれ鉛直方向に沿って等間隔で並んで設けられる
。ここでは、回転計セグメントバー５２Ａ、水温計セグメントバー５２Ｂ、燃料計セグメ
ントバー５２Ｃは、それぞれ若干湾曲させて配列されている。なお、以下の説明では、回
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転計セグメントバー５２Ａ、水温計セグメントバー５２Ｂ、燃料計セグメントバー５２Ｃ
を特に区別して説明する必要がない場合には、単にセグメントバー５２という。
【００２４】
　セグメント表示部４２は、セグメント表示部４２の各セグメント用光源４２ａがそれぞ
れ個別に点灯することで、文字板５の奥行き方向背面側から光が照射され、各セグメント
バー５２の部分において当該照射された光が透過されることで、各セグメントバー５２が
それぞれ個別に点灯される。一方、セグメント表示部４２は、各セグメント用光源４２ａ
がそれぞれ個別に消灯されることで、各セグメントバー５２が個別に消灯される。
【００２５】
　図１、図２、図３に戻って、前面側表示装置６は、ツーレイヤー式の表示装置１におい
て、奥行き方向前面側に位置する表示部であり、所定の図柄を表示する第２層目の表示面
（後述する第２表示面１２）を構成する。前面側表示装置６は、透明文字板６１と、光源
６２と、回路基板６３とを含んで構成される。
【００２６】
　透明文字板６１は、背面側表示装置４の前面側、さらに言えば、文字板５の前面側に重
ねて設けられる。透明文字板６１は、ディスプレイ４１から照射された光を透過する透過
性を有する透明部材（透明媒体）によって形成される透明導光板である。透明文字板６１
は、図１、図５に示すように、メイン透明文字板６１Ａと、当該メイン透明文字板６１Ａ
の幅方向両側に設けられる一対のサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃの３つを含んで構成され
る。メイン透明文字板６１Ａは、少なくとも一部が背面側表示装置４のうちのディスプレ
イ４１の前面側に重なるようにして設けられる。ここでは、メイン透明文字板６１Ａは、
鉛直方向の両端面６１ａ、６１ｂが幅方向に沿った直線状でかつ幅方向の両端面６１ｃ、
６１ｄが外側に突出した曲線状に形成された樽型形状に形成される。サブ透明文字板６１
Ｂは、少なくとも一部が背面側表示装置４のうち回転計セグメント表示部４２Ａの前面側
に重なるようにして設けられる。ここでは、サブ透明文字板６１Ｂは、鉛直方向の両端面
６１ｅ、６１ｆが幅方向に沿った直線状でかつ幅方向の両端面６１ｇ、６１ｈがメイン透
明文字板６１Ａの幅方向左側の端面６１ｃの曲線に沿って湾曲した形状に形成される。サ
ブ透明文字板６１Ｃは、少なくとも一部が背面側表示装置４のうち水温計セグメント表示
部４２Ｂ、及び、燃料計セグメント表示部４２Ｃの前面側に重なるようにして設けられる
。ここでは、サブ透明文字板６１Ｃは、鉛直方向の両端面６１ｉ、６１ｊが幅方向に沿っ
た直線状でかつ幅方向の両端面６１ｋ、６１ｌがメイン透明文字板６１Ａの幅方向右側の
端面６１ｄの曲線に沿って湾曲した形状に形成される。なお、以下の説明では、メイン透
明文字板６１Ａ、サブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃを特に区別して説明する必要がない場合
には、単に透明文字板６１という。
【００２７】
　透明文字板６１は、図１、図２、図３、図５、図６等に示すように、図柄（表示意匠）
６４を構成する凹凸部としての複数の微細な溝６５が形成される。図柄６４を構成する溝
６５は、例えば、レーザー加工等の種々の手法による掘り込みによって、透明文字板６１
の主面上、ここでは、当該透明文字板６１の背面側の主面上に凹形状となるように形成さ
れてもよい。また、図柄６４を構成する溝６５は、例えば、当該溝６５に相当する凸形状
を設けた金型を用いて透明文字板６１を樹脂成形することによって、透明文字板６１の主
面上、ここでは、当該透明文字板６１の背面側の主面上に凹形状となるように形成されて
もよい。ここでは、複数の微細な溝６５は、幅方向に沿って形成される。すなわち、溝６
５の延在方向Ｌ１は、幅方向に沿った方向である。なお、この溝６５の延在方向Ｌ１につ
いては、後で詳細に説明する。透明文字板６１に溝６５によって形成される図柄６４とし
ては、例えば、ディスプレイ４１で表示される運転情報と関連するような種々の図柄が含
まれてもよい。
【００２８】
　ここでは、透明文字板６１のうちメイン透明文字板６１Ａは、図柄６４として、微細な
溝６５によって、速度計の目盛を構成する実像図柄（以下、単に「速度計大目盛図柄」と
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いう場合がある。）６４Ａが描かれている。速度計大目盛図柄６４Ａは、ディスプレイ４
１が速度計として機能する際に指針画像４１ｂの周りに設けられ当該指針画像４１ｂによ
って指し示される指標部となる図柄である。速度計大目盛図柄６４Ａは、指針画像４１ｂ
の回転中心を中心とした円環と当該円環の内側に円周方向に沿って等間隔で設けられる目
盛、速度を表す数字、及び、単位［ｋｍ／ｈ］の図柄を含んで構成される。速度計大目盛
図柄６４Ａの目盛は、指針画像４１ｂの先端の回動軌跡に沿って描かれる。速度計大目盛
図柄６４Ａは、速度計小目盛画像４１ｃの円環よりも大きな円環であると共に目盛の間隔
が速度計小目盛画像４１ｃの間隔よりも相対的に広くなっている。
【００２９】
　透明文字板６１のうちサブ透明文字板６１Ｂは、図柄６４として、微細な溝６５によっ
て、回転計の目盛を構成する実像図柄（以下、単に「回転計目盛図柄」という場合がある
。）６４Ｂが描かれている。回転計目盛図柄６４Ｂは、回転計セグメント表示部４２Ａに
重畳するようにして描かれ回転計セグメントバー５２Ａによって指し示される指標部とな
る図柄である。回転計目盛図柄６４Ｂは、鉛直方向に沿って延びる円弧状の基準線と当該
基準線の幅方向右側に設けられた目盛、及び、回転数を表す数字の図柄を含んで構成され
る。
【００３０】
　透明文字板６１のうちサブ透明文字板６１Ｃは、図柄６４として、微細な溝６５によっ
て、水温計の目盛を構成する実像図柄（以下、単に「水温計目盛図柄」という場合がある
。）６４Ｃ、及び、燃料計の目盛を構成する実像図柄（以下、単に「燃料計目盛図柄」と
いう場合がある。）６４Ｄが描かれている。水温計目盛図柄６４Ｃは、水温計セグメント
表示部４２Ｂに重畳するようにして描かれ水温計セグメントバー５２Ｂによって指し示さ
れる指標部となる図柄である。水温計目盛図柄６４Ｃは、鉛直方向に沿って延びる円弧状
の基準線と当該基準線の幅方向左側に設けられた目盛、及び、水温の高低を表す文字「Ｈ
」、「Ｃ」の図柄を含んで構成される。燃料計目盛図柄６４Ｄは、燃料計セグメント表示
部４２Ｃに重畳するようにして描かれ燃料計セグメントバー５２Ｃによって指し示される
指標部となる図柄である。燃料計目盛図柄６４Ｄは、鉛直方向に沿って延びる円弧状の基
準線と当該基準線の幅方向左側に設けられた目盛、及び、燃料残量を表す文字「Ｆ」、「
Ｅ」の図柄を含んで構成される。
【００３１】
　なお、以下の説明では、速度計大目盛図柄６４Ａ、回転計目盛図柄６４Ｂ、水温計目盛
図柄６４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄを特に区別して説明する必要がない場合には、単に図
柄６４という。
【００３２】
　光源６２は、透明文字板６１の端面、ここでは、端面６１ａ、６１ｂ、６１ｅ、６１ｆ
、６１ｉ、６１ｊに光を照射する。光源６２は、例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）素子等によって構成されるが、これに限らない。光源６２は、そ
の光軸方向が透明文字板６１の端面６１ａ、６１ｂ、６１ｅ、６１ｆ、６１ｉ、６１ｊと
直交し、かつ、照射された光が透明文字板６１の端面６１ａ、６１ｂ、６１ｅ、６１ｆ、
６１ｉ、６１ｊから入射するように設けられている。つまりここでは、透明文字板６１の
各端面６１ａ、６１ｂ、６１ｅ、６１ｆ、６１ｉ、６１ｊは、光源６２からの光の入射端
面となる。より詳細には、光源６２は、透明文字板６１の鉛直方向の上側の端面６１ａ、
６１ｅ、６１ｉ、及び、下側の端面６１ｂ、６１ｆ、６１ｊと対向する位置に、それぞれ
幅方向に沿って所定の間隔をあけて複数設けられる。本実施形態の複数の光源６２は、メ
イン透明文字板６１Ａの鉛直方向の両端面６１ａ、６１ｂに沿って設けられた複数のメイ
ン用光源６２Ａと、サブ透明文字板６１Ｂの鉛直方向の両端面６１ｅ、６１ｆに沿って設
けられた複数のサブ用光源６２Ｂと、サブ透明文字板６１Ｃの鉛直方向の両端面６１ｉ、
６１ｊに沿って設けられた複数のサブ用光源６２Ｃとを含んで構成される。なお、以下の
説明では、メイン用光源６２Ａ、サブ用光源６２Ｂ、サブ用光源６２Ｃを特に区別して説
明する必要がない場合には、単に光源６２という。ここでは、各光源６２は、その光軸方
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向が鉛直方向に沿うように配置され、これにより、光源６２による光の照射方向Ｌ２が鉛
直方向に沿った方向となる。つまり、透明文字板６１の鉛直方向の上側の端面６１ａ、６
１ｅ、６１ｉと対向する各光源６２は、鉛直方向に沿って下向きに光を照射し、透明文字
板６１の鉛直方向の下側の端面６１ｂ、６１ｆ、６１ｊと対向する各光源６２は、鉛直方
向に沿って上向きに光を照射する。ここでは、上述の溝６５の延在方向Ｌ１と光の照射方
向（言い換えれば光軸方向）Ｌ２とは、互いに直交する。各光源６２は、例えば、前面側
から視て後述の見返し板７等によって隠れる位置に配置される。
【００３３】
　回路基板６３は、各光源６２、及び、メインの回路基板３に電気的に接続される。各光
源６２は、回路基板３、及び、回路基板６３等を介して駆動制御される。各光源６２は、
典型的には、メイン用光源６２Ａと、サブ用光源６２Ｂと、サブ用光源６２Ｃとをそれぞ
れ個別に点灯、消灯を切り替えることができる。
【００３４】
　上記のように構成される前面側表示装置６は、各光源６２が回路基板３、回路基板６３
等を介して駆動制御されることで、光源６２の点灯、消灯に基づいて、図柄６４の表示、
非表示が切り替えられる。前面側表示装置６は、光源６２が点灯すると図柄６４が発光表
示された状態となり、すなわち、光源６２から照射された光が透明文字板６１の入射端面
（ここでは、端面６１ａ、６１ｂ、６１ｅ、６１ｆ、６１ｉ、６１ｊ）に入射して当該透
明文字板６１内を伝播し、少なくとも当該入射光の一部の成分が図柄６４を構成する溝６
５で前面側に反射し、この結果、運転者等が当該図柄６４を視認可能な状態となる（一例
として図６等参照）。この場合、前面側表示装置６は、運転者が前面側（運転席側）から
視たときに、透明文字板６１上に表示される図柄６４を、ディスプレイ４１の画像表示面
４１ａ上の画像（指針画像４１ｂ、速度計小目盛画像４１ｃ）やセグメント表示部４２の
各セグメントバー５２上に重畳させて表示して所定の意匠を形成し、これにより、多様な
表示を可能とすることができる。一方、前面側表示装置６は、光源６２が消灯すると図柄
６４が非表示の状態となり、ディスプレイ４１等から照射され透明文字板６１を透過した
光によって、運転者等が画像表示面４１ａ等に表示された種々の画像を視認しやすい状態
となる。
【００３５】
　見返し板７は、文字板５、透明文字板６１等の周囲を囲って当該文字板５、透明文字板
６１等を押える枠状の部材である。見返し板７は、ケース２に組み付けられる。
【００３６】
　表ガラス８は、光を透過する光透過性を有する保護部材であり、見返し板７に組み付け
られる。
【００３７】
　ここで、図１、図２、図３、図７に示すように、上記のように背面側表示装置４によっ
て構成される第１層目の表示面は、車両情報を表示する第１表示面１１を構成する。一方
、上記のように前面側表示装置６によって構成される第２層目の表示面は、第１表示面１
１に重ねて設けられ光を透過すると共に、溝６５によって形成される図柄６４を有し当該
図柄６４を表示する表示状態と、当該図柄６４を非表示とする非表示状態とに切り替え可
能である第２表示面１２を構成する。第１表示面１１と第２表示面１２とは、奥行き方向
、言い換えれば、車両進行方向に、重ねられた複数の表示面を構成し、第１表示面１１が
当該複数の表示面の車両進行方向奥側の表示面を構成し、第２表示面１２が当該複数の表
示面の車両進行方向手前側（運転者等の目視者の目視位置側）の表示面を構成する。
【００３８】
　より具体的には、第１表示面１１は、文字板５の開口部５１から露出したディスプレイ
４１の画像表示面４１ａと文字板５において各セグメントバー５２とが形成された面によ
って構成される。すなわち、第１表示面１１は、略矩形状に形成された画像表示面４１ａ
の表示領域を含むと共に、各セグメントバー５２による矩形棒状の表示領域とを含む。
【００３９】



(10) JP 6585430 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

　一方、第２表示面１２は、図柄６４を構成する溝６５が形成された透明文字板６１の背
面側の主面によって構成される。より詳細には、図柄６５として第１図柄である速度計大
目盛図柄６４Ａが形成されるメイン透明文字板６１Ａと、図柄６５として第２図柄である
の回転計目盛図柄６４Ｂ、水温計目盛図柄６４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄが形成されるサ
ブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとによって構成される。ここでは、メイン透明文字板６１Ａ
は、第１透明導光板を構成し、サブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃは、それぞれ第１透明導光
板としてのメイン透明文字板６１Ａとは別体に形成され当該メイン透明文字板６１Ａと隣
接して設けられる第２透明導光板を構成する。本実施形態の第２表示面１２は、これらメ
イン透明文字板６１Ａ、サブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃそれぞれの背面側の主面によって
構成される。つまり、第２表示面１２は、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１
Ｂとサブ透明文字板６１Ｃとに分かれて複数の表示面に分割されており、ここでは、３分
割されて構成されている。
【００４０】
　そして、第２表示面１２は、第１表示面１１の状態にかかわらず各光源６２の点灯、消
灯に応じて表示状態と非表示状態とを切り替え可能である。ここで、第２表示面１２の表
示状態とは、光源６２から照射される光によって図柄６４を表示する状態である。一方、
第２表示面１２の非表示状態とは、光源６２が消灯することで当該図柄６４を非表示とす
る状態である。
【００４１】
　さらに言えば、本実施形態の表示装置１は、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板
６１Ｂとサブ透明文字板６１Ｃとに分かれて分割されて構成される第２表示面１２におい
て、メイン透明文字板６１Ａによって構成される第２表示面１２と、サブ透明文字板６１
Ｂによって構成される第２表示面１２と、サブ透明文字板６１Ｃによって構成される第２
表示面１２とを個別に表示状態と非表示状態とを切り替え可能である。ここでは、上述し
たメイン用光源６２Ａは、メイン透明文字板６１Ａに光を照射し当該照射した光によって
速度計大目盛図柄６４Ａを表示する第１光源を構成する。サブ用光源６２Ｂ、６２Ｃは、
それぞれサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃに光を照射し当該照射した光によって回転計目盛
図柄６４Ｂ、水温計目盛図柄６４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄを表示する第２光源を構成す
る。メイン用光源６２Ａは、サブ用光源６２Ｂ、６２Ｃとは独立して、メイン透明文字板
６１Ａに光を照射し当該照射した光によって速度計大目盛図柄６４Ａを表示する表示状態
と、消灯することで速度計大目盛図柄６４Ａを非表示とする非表示状態とを切り替え可能
である。サブ用光源６２Ｂは、メイン用光源６２Ａ、サブ用光源６２Ｃとは独立して、サ
ブ透明文字板６１Ｂに光を照射し当該照射した光によって回転計目盛図柄６４Ｂを表示す
る表示状態と、消灯することで回転計目盛図柄６４Ｂを非表示とする非表示状態とを切り
替え可能である。サブ用光源６２Ｃは、メイン用光源６２Ａ、サブ用光源６２Ｂとは独立
して、サブ透明文字板６１Ｃに光を照射し当該照射した光によって水温計目盛図柄６４Ｃ
、燃料計目盛図柄６４Ｄを表示する表示状態と、消灯することで水温計目盛図柄６４Ｃ、
燃料計目盛図柄６４Ｄを非表示とする非表示状態とを切り替え可能である。このように、
表示装置１は、メイン用光源６２Ａの点灯、消灯に応じてメイン透明文字板６１Ａによっ
て構成される第２表示面１２の表示状態と非表示状態とを切り替え可能であり、サブ用光
源６２Ｂの点灯、消灯に応じてサブ透明文字板６１Ｂによって構成される第２表示面１２
の表示状態と非表示状態とを切り替え可能であり、サブ用光源６２Ｃの点灯、消灯に応じ
てサブ透明文字板６１Ｃによって構成される第２表示面１２の表示状態と非表示状態とを
切り替え可能である。
【００４２】
　ここで、本実施形態の表示装置１は、図１、図５、図７、図８等に示すように、メイン
透明文字板６１Ａが幅方向右側に位置しサブ透明文字板６１Ｂが幅方向左側に位置して、
当該メイン透明文字板６１Ａと当該サブ透明文字板６１Ｂとが幅方向に間隔をあけて隣接
する。同様に、表示装置１は、メイン透明文字板６１Ａが幅方向左側に位置しサブ透明文
字板６１Ｃが幅方向右側に位置して、当該メイン透明文字板６１Ａと当該サブ透明文字板
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６１Ｃとが幅方向に間隔をあけて隣接する。つまり、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明
文字板６１Ｂとサブ透明文字板６１Ｃとが並ぶ方向が隣接方向に相当し、ここでは、隣接
方向は、幅方向に沿った方向となる。
【００４３】
　そして、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとは、相互に隣接す
る側の端面、ここでは、端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌの位置がメイン透明文字板
６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとが隣接する方向と交差する方向にずれている。
メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとが隣接する方向と交差する方
向は、ここでは、奥行き方向に沿った方向である。メイン透明文字板６１Ａの幅方向の端
面６１ｃ、６１ｄのうち幅方向左側の端面６１ｃとサブ透明文字板６１Ｂの幅方向の端面
６１ｇ、６１ｈのうち幅方向右側の端面６１ｈとは、隣接する方向と交差する方向である
奥行き方向にずれている。また、メイン透明文字板６１Ａの幅方向の端面６１ｃ、６１ｄ
のうち幅方向右側の端面６１ｄとサブ透明文字板６１Ｃの幅方向の端面６１ｋ、６１ｌの
うち幅方向左側の端面６１ｌとは、隣接する方向と交差する方向である奥行き方向にずれ
ている。
【００４４】
　ここでは、端面６１ｄと端面６１ｌとは、図９に一例として例示するように、メイン透
明文字板６１Ａの厚み方向の中心線ＣＡ（幅方向とほぼ平行）に対してサブ透明文字板６
１Ｃの厚み方向の中心線ＣＣが傾斜するようにして設けられることで、奥行き方向にずれ
ている。同様に、端面６１ｃと端面６１ｈとは、メイン透明文字板６１Ａの厚み方向の中
心線ＣＡ（幅方向とほぼ平行）に対してサブ透明文字板６１Ｂの厚み方向の中心線ＣＢが
傾斜するようにして設けられることで、奥行き方向にずれている。
【００４５】
　また、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとは、端面６１ｃ、６
１ｄ、６１ｈ、６１ｌの位置が奥行き方向にずれて位置することで、相互に隣接する側の
端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌの一方が他方からの漏れ光の出射範囲外に位置する
ことが好ましい。つまり、端面６１ｄと端面６１ｌとは、図９に一例として例示するよう
に、相互に奥行き方向にずれて位置することで、端面６１ｄが端面６１ｌからの漏れ光の
出射範囲γ外に位置し、端面６１ｌが端面６１ｄからの漏れ光の出射範囲γ外に位置する
ことが好ましい。同様に、端面６１ｃと端面６１ｈとは、相互に奥行き方向にずれて位置
することで、端面６１ｃが端面６１ｈからの漏れ光の出射範囲外に位置し、端面６１ｈが
端面６１ｃからの漏れ光の出射範囲外に位置することが好ましい。
【００４６】
　さらに、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとは、図９に一例と
して例示するように、相互に隣接する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌが予め設
定される想定視認方向に沿って形成される。ここで、想定視認方向とは、この表示装置１
の使用状態において想定される運転者等の視線の方向等に応じて予め任意に設定される方
向であり、例えば、ここでは、奥行き方向に沿った方向とする。なお、本実施形態では、
端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌ以外の端面６１ａ、６１ｂ、６１ｅ、６１ｆ、６１
ｇ、６１ｉ、６１ｊ、６１ｋも端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌと同様に予め設定さ
れる想定視認方向に沿って形成される。
【００４７】
　ここでさらに、本実施形態の表示装置１は、図７に示すように、背面側表示装置４が照
射する光の偏光方向Ｌ３と各図柄６４を構成する溝６５の延在方向Ｌ１とが所定の角度範
囲で交差するように構成することで、背面側表示装置４と前面側表示装置６とを組み合わ
せて多様な表示を実現した上で、適正な視認性を確保することができるようにしている。
ここで、溝６５の延在方向Ｌ１とは、典型的には、当該溝６５が延びる方向に相当する。
また、背面側表示装置４が照射する光の偏光方向Ｌ３とは、言い換えれば第１表示面１１
が照射する光の偏光方向に相当する。
【００４８】
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　本実施形態の背面側表示装置４を構成するディスプレイ４１は、一方向に偏光された光
を照射し車両情報に関する画像（指針画像４１ｂ、速度計小目盛画像４１ｃ等）を表示す
る構成となっている。すなわち、ディスプレイ４１は、バックライトから発せられた光が
、偏光板等を介して偏光方向Ｌ３を透過軸方向として揃えられ、当該偏光方向Ｌ３（透過
軸方向）に沿った振動方向の光を出射することで一方向に偏光された光を出射する。ここ
で、ディスプレイ４１の偏光方向Ｌ３とは、典型的には、ディスプレイ４１における最終
的な透過軸方向に相当する。ディスプレイ４１は、典型的には、最終的な偏光板の前面が
上述の画像表示面４１ａの表面を構成し、当該偏光板の前面側に透明文字板６１が配置さ
れ、偏光方向Ｌ３に沿った振動方向の光が透明文字板６１に入射する。ここでは、偏光方
向Ｌ３は、鉛直方向に沿った方向とされている。
【００４９】
　なお、以上の説明では、ディスプレイ４１の偏光方向Ｌ３について説明したが、セグメ
ント表示部４２の各セグメント用光源４２ａと透明文字板６１との間に、当該各セグメン
ト用光源４２ａからの光を、一方向、ここでは、偏光方向Ｌ３に偏光された光にする偏光
板を設けることで、セグメント表示部４２から照射される光も偏光方向Ｌ３に偏光された
光とすることができる。これにより、背面側表示装置４は、ディスプレイ４１とセグメン
ト表示部４２とを含む全体が照射する光の偏光方向を偏光方向Ｌ３とすることもできる。
【００５０】
　一方、図柄（表示意匠）６４を構成する複数の微細な溝６５は、例えば、図６等に示す
ように、略Ｖ字状の断面形状で、ピッチが１μｍ以下（下限値は例えば製造上可能な寸法
）で形成されることが好ましい。また、各溝６５は、一方向に延在する直線溝として形成
される。また、透明文字板６１は、図柄６４の領域の材質の透過率と透明文字板６１にお
ける図柄６４の周囲の領域の材質の透過率とが同等となるように構成される。このような
微細な溝６５によって構成される回折格子では、光の振動方向が溝６５の延在方向Ｌ１に
対して垂直（直交）である場合と、平行である場合とで回折効率が異なる傾向にある。す
なわち、このような微細な溝６５によって構成される回折格子は、典型的には、振動方向
が溝６５の延在方向Ｌ１に対して垂直である光を透過する一方、振動方向が溝６５の延在
方向Ｌ１に対して平行である光を遮断する傾向にある。つまり、透明文字板６１上に形成
された微細な溝６５は、偏光板と類似する作用を示し、溝６５の延在方向Ｌ１と直交する
方向を透過軸方向とし、当該透過軸方向に振動する光を透過する一方、当該透過軸方向と
直交する吸収軸方向（溝６５の延在方向Ｌ１）に振動する光の大部分を遮断する。
【００５１】
　そして、本実施形態の表示装置１は、背面側表示装置４の偏光方向Ｌ３と図柄６４を構
成する溝６５の延在方向Ｌ１とが７５°以上１０５°以下の角度範囲で交差するように構
成される。背面側表示装置４の偏光方向（透過軸方向）Ｌ３と図柄６４を構成する溝６５
の延在方向Ｌ１とがなす角度を角度θ（図７参照）とした場合、溝６５は、角度θが[７
５°≦θ≦１０５°]の条件式を満たすように透明文字板６１上に形成される。つまり、
偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とは、７５°以上１０５°以下の範囲内の所定の角度θを有
して交差する。より好ましくは、偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とは、８５°以上９５°以
下の範囲内の所定の角度θを有して交差する。最も好ましくは、ディスプレイ４１の偏光
方向Ｌ３と図柄６４を構成する溝６５の延在方向Ｌ１とは直交する。ここでは、溝６５は
、溝６５の延在方向Ｌ１が背面側表示装置４の偏光方向Ｌ３と直交し、当該微細な溝６５
によって構成される回折格子の透過軸方向が偏光方向Ｌ３と平行となるように透明文字板
６１上に形成される。なお、背面側表示装置４の偏光方向Ｌ３と溝６５の延在方向Ｌ１と
が直交するという場合、θ＝９０°である場合に加え、例えば、表示装置１の製造上許容
される公差に応じた許容誤差角度の範囲内での誤差が許容される。
【００５２】
　上記のように構成される表示装置１は、背面側表示装置４の偏光方向Ｌ３と溝６５の延
在方向Ｌ１とが直交するように構成され（θ＝９０°）、言い換えれば、背面側表示装置
４の偏光方向Ｌ３と溝６５の透過軸方向とが平行となるように構成される。これにより、



(13) JP 6585430 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

表示装置１は、光源６２が消灯している非表示状態において、図柄６４内部の領域では、
図柄６４外部の領域と同様に、ディスプレイ４１からの光をほぼ全て透過する。この結果
、表示装置１は、光源６２が消灯している状態において、透明文字板６１における図柄６
４の周囲の領域の輝度に対する図柄６４の領域の輝度の比率を表す輝度比（以下、単に「
図柄６４の周囲の領域に対する図柄６４の領域の輝度比」という場合がある。）が最大と
なるので、図柄６４の周囲の領域に対して図柄６４の領域が目立ちにくくなり、図柄６４
を視認しにくくすることができる。ここで、図柄６４の周囲の領域に対する図柄６４の領
域の輝度比は、典型的には、「図柄６４の領域の輝度／図柄６４の周囲の領域の輝度×１
００［％］」で表すことができ、当該輝度比が小さくなるほど図柄６４の周囲の領域と図
柄６４の領域との輝度差が相対的に大きいことを表す。
【００５３】
　なお、表示装置１は、偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とが直交する状態（θ＝９０°）に
限らず、上述した［７５°≦θ≦１０５°］、より好ましくは［８５°≦θ≦９５°］の
範囲であれば、図柄６４の周囲の領域に対する図柄６４の領域の輝度比が所定の輝度比範
囲内に収まるので、図柄６４を視認しにくい状態で維持することができる。ここで、所定
の輝度比範囲とは、例えば、９０％以上１００％以下の範囲、より好ましくは９２．５％
以上１００％以下の範囲である。表示装置１は、上述のように、背面側表示装置４の偏光
方向Ｌ３と溝６５の延在方向Ｌ１とが上記のような角度範囲で交差するように構成される
ことで、偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とが、図柄６４の周囲の領域の輝度に対する図柄６
４の領域の輝度の輝度比が９０％以上１００％以下となる角度範囲で交差するように構成
することができる。
【００５４】
　ここで、図１０～図１３を参照して表示装置１に関する輝度実測試験について説明する
。ここでは、以上で説明した実施形態に係る表示装置１を用いて透明文字板６１における
輝度を、輝度測定用カメラによって実測する輝度実測試験を実施した。ここで、表示装置
１では、図１０に示すような配置となるように、ディスプレイ４１、透明文字板６１等を
配置すると共に、図１１に示すような形状となるように、溝６５を形成した。すなわち、
当該表示装置１では、透明文字板６１の奥行き方向の厚さを２ｍｍとし、ディスプレイ４
１の画像表示面（表面）４１ａと当該透明文字板６１の裏面（背面）との奥行き方向の間
隔を４．５ｍｍとした。そして、当該表示装置１では、透明文字板６１の背面に、図柄６
４を構成する溝６５を形成した。本輝度実測試験におけるＺ方向（奥行き方向）に対する
輝度測定位置は、当該透明文字板６１の溝６５が形成された面上の位置であり、輝度測定
用カメラの焦点位置に相当する。そして、当該表示装置１では、溝６５を略Ｖ字状の断面
形状で、かつ、０．５μｍピッチで形成し、各溝６５の奥行き方向の深さを０．２５μｍ
とし、底部がなす角度をほぼ９０°（ｄｅｇ）とした。また、当該表示装置１では、各溝
６５を一方向に延在する直線溝として形成した。本輝度実測試験におけるＸ方向（幅方向
）及びＹ方向（鉛直方向）に対する輝度測定位置は、図１２に示すように、図柄６４の領
域と図柄６４の周囲の領域とでそれぞれ複数の位置を選定しこれらの平均値を用いた。ま
た、ディスプレイ４１の光源色の点灯条件としては、色度図におけるＸ＝０．６３、Ｙ＝
０．３５の赤色の光、Ｘ＝０．３１、Ｙ＝０．５８の緑色の光、Ｘ＝０．１４、Ｙ＝０．
０５の青色の光を用いてそれぞれ輝度実測試験を実施した。本輝度実測試験では、光源６
２を消灯した状態で、画像表示面４１ａに対して透明文字板６１を相対回転させ偏光方向
Ｌ３と延在方向Ｌ１とがなす角度θを変更させながら、上述した輝度測定位置で輝度測定
用カメラを用いて輝度を実測した。
【００５５】
　図１３は、上記の輝度実測試験の結果を表している。図１３は、横軸を偏光方向Ｌ３と
延在方向Ｌ１とがなす角度θ［ｄｅｇ］とし、縦軸を図柄６４の周囲の領域の輝度に対す
る図柄６４の領域の輝度の輝度比［％］としている。図１３からも明らかなように、表示
装置１は、偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とがなす角度θが[７５°≦θ≦１０５°]の範囲
内にある場合、赤（線Ｒ参照）、緑（線Ｇ参照）、青（線Ｂ参照）の３色すべてにおいて
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、図柄６４の周囲の領域に対する図柄６４の領域の輝度比が９０％以上１００％以下とな
り、図柄６４を非表示とした場合に、透明文字板６１上の図柄６４を構成する溝６５を視
認されにくくすることができることが明らかである。さらには、表示装置１は、角度θが
[８５°≦θ≦９５°]の範囲内にある場合、赤、緑、青の３色すべてにおいて、図柄６４
の周囲の領域に対する図柄６４の領域の輝度比が９２．５％以上１００％以下となり、溝
６５をさらに視認されにくくすることができることが明らかである。そして、表示装置１
は、角度θが[θ＝９０°]である場合、すなわち、偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とが直交
する場合に、赤、緑、青の３色すべてにおいて、図柄６４の周囲の領域に対する図柄６４
の領域の輝度比が最大となり、溝６５を最も視認されにくくすることができることが明ら
かである。ここでは、表示装置１は、角度θが[θ＝９０°]である場合、赤色の光を照射
した場合の輝度比が９７．４％、緑色の光を照射した場合の輝度比が９７．６％、青色の
光を照射した場合の輝度比が９４％となった。
【００５６】
　なお、本実施形態の表示装置１は、上述したように溝６５の延在方向Ｌ１と前面側表示
装置６の光源６２による光の照射方向Ｌ２とが直交するように構成される。つまりここで
は、背面側表示装置４の偏光方向Ｌ３、及び、光源６２による光の照射方向Ｌ２は、鉛直
方向に沿った方向であり、溝６５の延在方向Ｌ１は、水平方向に沿った方向である。した
がって、表示装置１は、光源６２からの光を、図柄６４を構成する溝６５に対してほぼ垂
直に入射するようにすることができるので、透明文字板６１上に図柄６４を表示する場合
に、溝６５で前面側（運転席側）に反射される光の量を相対的に増加させることができ、
当該図柄６４を鮮明に表示することができる。
【００５７】
　本実施形態の第２表示面１２は、透明文字板６１の背面側の主面に、延在方向Ｌ１、照
射方向Ｌ２、偏光方向Ｌ３等が上記のような位置関係となるように複数の微細な溝６５が
形成されることで、図柄６４の表示構造６６（図６参照）、及び、非表示構造６７（図６
参照）が構成される。
【００５８】
　ここで、第２表示面１２の表示構造６６とは、第２表示面１２の表示状態にて光源６２
から照射される光によって図柄６４を形成するための構造である。ここでは、表示構造６
６は、第２表示面１２の表示状態にて、光源６２から照射された光を、第２表示面１２を
構成する部材である透明文字板６１の表面に形成された複数の微細な溝６５で反射させる
ことで図柄６４を形成する構造である。これにより、表示構造６６は、運転者等が第２表
示面１２上の図柄６４を視認可能な状態とすることができる。
【００５９】
　一方、第２表示面１２の非表示構造６７とは、第２表示面１２の非表示状態にて表示状
態と比較して図柄６４を視認し難くするための構造である。さらに言えば、第２表示面１
２の非表示構造６７とは、第２表示面１２の非表示状態にて、表示状態と比較して複数の
微細な溝６５を視認し難くするための構造である。ここでは、非表示構造６７は、光源６
２が消灯することで図柄６４を視認し難くすると共に、さらに、背面側表示装置４の偏光
方向Ｌ３と図柄６４を構成する溝６５の延在方向Ｌ１とが所定の角度範囲、典型的には、
上記のように７５°以上１０５°以下の角度範囲で交差するように溝６５を形成すること
で、溝６５自体も視認し難くする構造である。これにより、非表示構造６７は、第２表示
面１２上の図柄６４の領域と図柄６４の周囲の領域とで透過光の振幅がほぼ同等となるよ
うにし、図柄６４の領域と図柄６４の周囲の領域との輝度に差がほぼない状態とすること
ができ、これにより、非表示状態にて、図柄６４、及び、これを構成する複数の微細な溝
６５を視認し難くすることができる。
【００６０】
　上記のように構成される表示装置１は、第１表示面１１と第２表示面１２とによって情
報を表示する。より詳細には、第１表示面１１と第２表示面１２は、第１表示面１１に表
示される車両情報と第２表示面１２に描かれた図柄６４とを連携させた少なくとも１つの
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情報を表示する。ここで、車両情報と図柄６４とを連携させた情報とは、典型的には、第
１表示面１１の車両情報又は第２表示面１２の図柄６４のいずれか一方では情報として意
味をなさない情報であり、当該車両情報と当該図柄６４とを組み合わせて連携させること
ではじめて情報として意味をなす情報である。つまりここでは、車両情報と図柄６４とは
、それぞれでは意味をなさないものの、相互に組み合わせることではじめて相互に連携し
た情報として意味をなすものであり、意味をなす連携した情報を生成するためにはいずれ
も必要不可欠なものである。
【００６１】
　具体的には、表示装置１は、前面側表示装置６の各光源６２が全て点灯した状態、すな
わち、第２表示面１２の全体が表示状態である場合には、例えば、図１に例示するような
表示態様となる。
【００６２】
　この場合、表示装置１は、ディスプレイ４１と前面側表示装置６のメイン透明文字板６
１Ａとが速度計を構成する。つまり、表示装置１は、ディスプレイ４１（第１表示面１１
）に表示される車両情報に関する画像、ここでは指針画像４１ｂ、速度計小目盛画像４１
ｃと、メイン透明文字板６１Ａ（第２表示面１２）に描かれ点灯表示された速度計大目盛
図柄６４Ａとが組み合わされて連携し、車両の車速を表示する。表示装置１は、第１表示
面１１に指針画像４１ｂを動的に回動させる動画を表示し、当該指針画像４１ｂによって
、速度計小目盛画像４１ｃ、速度計大目盛図柄６４Ａにおける現在の速度を指し示すこと
で、現在の車速を表示する。
【００６３】
　また、表示装置１は、回転計セグメント表示部４２Ａと前面側表示装置６のサブ透明文
字板６１Ｂとが回転計を構成する。つまり、表示装置１は、回転計セグメント表示部４２
Ａ（第１表示面１１）に表示される車両情報、ここでは回転計セグメントバー５２Ａと、
サブ透明文字板６１Ｂ（第２表示面１２）に描かれ点灯表示された回転計目盛図柄６４Ｂ
とが組み合わされて連携し、車両のエンジン回転数を表示する。表示装置１は、複数の回
転計セグメントバー５２Ａに対応する各セグメント用光源４２ａを現在のエンジン回転数
に応じて点灯、消灯させ、回転計目盛図柄６４Ｂにおける現在のエンジン回転数の位置ま
で回転計セグメントバー５２Ａを点灯表示することで、現在のエンジン回転数を表示する
。同様に、表示装置１は、水温計セグメント表示部４２Ｂと前面側表示装置６のサブ透明
文字板６１Ｃとが水温計を構成し、燃料計セグメント表示部４２Ｃと前面側表示装置６の
サブ透明文字板６１Ｃとが燃料計を構成する。これら水温計、燃料計の動作は、上述の回
転計とほぼ同様なのでその説明を省略する。
【００６４】
　一方、表示装置１は、前面側表示装置６の各光源６２のうちサブ用光源６２Ｂ、６２Ｃ
が点灯した状態である一方、メイン用光源６２Ａが消灯した状態、すなわち、サブ透明文
字板６１Ｂ、６１Ｃによって構成される第２表示面１２が表示状態でメイン透明文字板６
１Ａによって構成される第２表示面１２が非表示状態である場合には、例えば、図１４に
例示するような表示態様となる。図１４は、サブ用光源６２Ｂ、６２Ｃが点灯状態である
一方、メイン透明文字板６１Ａのメイン用光源６２Ａが消灯状態であり、すなわち、第２
表示面１２において速度計大目盛図柄６４Ａが描かれたメイン透明文字板６１Ａの部分が
非表示状態となった状態を示している。この場合、表示装置１は、メイン透明文字板６１
Ａの端面に設けられた各メイン用光源６２Ａを消灯状態とし第２表示面１２の速度計大目
盛図柄６４Ａを非表示状態とすることで、第１表示面１１の画像表示面４１ａの表示領域
全体を使ったフルサイズの車両情報の表示が可能となる。図１４の例では、表示装置１は
、一例として、画像表示面４１ａの表示領域全体を使ったナビゲーション画像を表示して
いる。このとき、表示装置１は、速度計大目盛図柄６４Ａ等を構成する微細な溝６５の延
在方向Ｌ１と背面側表示装置４の光の偏光方向Ｌ３とが所定の角度で交差するように構成
されていることから、速度計大目盛図柄６４Ａを構成する溝６５を非表示状態においてよ
り見え難くすることができるので、第１表示面１１で表示されている車両情報の視認性を
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向上することができる。なお、表示装置１は、サブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃのサブ用光
源６２Ｂ、６２Ｃを消灯状態とすることで第２表示面１２の回転計目盛図柄６４Ｂ、水温
計目盛図柄６４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄを非表示状態とすることもできる。
【００６５】
　以上で説明した表示装置１によれば、車両情報を表示する第１表示面１１と、第１表示
面１１に重ねて設けられ光を透過すると共に図柄６４を構成する凹凸部としての溝６５が
形成され光源６２から照射される光によって図柄６５を表示する表示状態と、光源６２が
消灯することで図柄６４を非表示とする非表示状態とを切り替え可能である第２表示面１
２とを備える。第２表示面１２は、図柄６４として速度計大目盛図柄６４Ａが形成される
メイン透明文字板６１Ａと、メイン透明文字板６１Ａとは別体に形成され当該メイン透明
文字板６１Ａと隣接して設けられると共に図柄６４として回転計目盛図柄６４Ｂ、水温計
目盛図柄６４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄが形成されるサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとに
よって構成される。光源６２は、メイン透明文字板６１Ａに光を照射し当該照射した光に
よって速度計大目盛図柄６４Ａを表示するメイン用光源６２Ａと、サブ透明文字板６１Ｂ
、６１Ｃに光を照射し当該照射した光によって回転計目盛図柄６４Ｂ、水温計目盛図柄６
４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄを表示するサブ用光源６２Ｂ、６２Ｃとを含んで構成され、
メイン用光源６２Ａとサブ用光源６２Ｂ、６２Ｃとが個別に点灯と消灯とを切り替え可能
である。
【００６６】
　したがって、表示装置１は、第１表示面１１に表示される車両情報と、第１表示面１１
に重ねて設けられ光を透過する第２表示面１２に表示される図柄６４とを組み合わせて情
報を表示することができる。この場合、表示装置１は、第１表示面１１に重ねて設けられ
る第２表示面１２が光を透過し、かつ、図柄６４の表示、非表示を切り替え可能に構成さ
れることで、例えば、第１表示面１１の表示領域を広く使って車両情報を表示することも
できる。そしてさらに、表示装置１は、第２表示面１２がメイン透明文字板６１Ａとサブ
透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとによって構成されると共に、メイン透明文字板６１Ａに対す
るメイン用光源６２Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃに対するサブ用光源６２Ｂ、６２
Ｃとにおいて、個別に点灯と消灯とを切り替えることができるので、メイン透明文字板６
１Ａに形成された速度計大目盛図柄６４Ａと、サブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃに形成され
た回転計目盛図柄６４Ｂ、水温計目盛図柄６４Ｃ、燃料計目盛図柄６４Ｄとに関し、個別
に表示状態と非表示状態とを切り替えることができる。この結果、表示装置１は、多様な
表示態様を実現することができる。
【００６７】
　さらに、以上で説明した表示装置１によれば、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字
板６１Ｂ、６１Ｃとは、相互に隣接する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌがメイ
ン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとが隣接する方向と交差する方向に
ずれている。したがって、表示装置１は、隣接する透明文字板６１（メイン透明文字板６
１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、あるいは、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１
Ｃ）のうちの一方の光源６２が点灯し他方が消灯している状態で、当該隣接する透明文字
板６１のうちの点灯している側の端面（端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌのいずれか
）から漏れ出た光が、隣接する透明文字板６１のうちの消灯している側の端面（端面６１
ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌのうちの隣接する端面）に入射し難い構成とすることができ
る。これにより、表示装置１は、隣接する透明文字板６１のうちの消灯している側の透明
文字板６１に形成された図柄６４が、点灯している側の透明文字板６１からの漏れ光によ
って視認可能な状態となってしまうことを抑制することができ、例えば、第１表示面１１
に表示された車両情報の視認性が阻害されることを抑制することができる。
【００６８】
　ここでは、以上で説明した表示装置１によれば、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文
字板６１Ｂ、６１Ｃとは、相互に隣接する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌの一
方が他方からの漏れ光の出射範囲外に位置する。これにより、表示装置１は、隣接する透
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明文字板６１のうちの光源６２が点灯している側の端面（端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、
６１ｌのいずれか）から漏れ出た光が、隣接する透明文字板６１のうちの光源６２が消灯
している側の端面（端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌのうちの隣接する端面）に入射
してしまうことを確実に抑制することができる。
【００６９】
　さらに、以上で説明した表示装置１によれば、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字
板６１Ｂ、６１Ｃとは、相互に隣接する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌが予め
設定される想定視認方向に沿っている。したがって、表示装置１は、運転者等がメイン透
明文字板６１Ａ、サブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃを想定視認方向に沿って視た際に、相互
に隣接する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌ自体を見え難くすることができるの
で、例えば、第１表示面１１に表示された車両情報の視認性が阻害されることを抑制する
ことができる。
【００７０】
　さらに、以上で説明した表示装置１によれば、第１表示面は、一方向に偏光された光に
よって車両情報を表示し、図柄を構成する凹凸部は、偏向された光の偏光方向Ｌ３と交差
する方向に延在する溝６５である。ここでは、溝６５の延在方向Ｌ１と偏光方向Ｌ３とは
、上述の角度範囲で交差する。
【００７１】
　したがって、表示装置１は、光源６２から照射された光を、図柄６４を構成する溝６５
で反射させることで、第２表示面１２に当該図柄６４を表示することができる一方、光源
６２を消灯することで当該図柄６４を非表示とすることができる。これにより、表示装置
１は、第１表示面１１の前面側に図柄６４の意匠を表示し、背景の第１表示面１１上の車
両情報と図柄６４の意匠とを立体的に組み合わせて表示できるので、上記のように立体的
で斬新な表示を行うことができる。その上で、表示装置１は、微細な溝６５によって図柄
６４が構成される前面側表示装置６において、光源６２の消灯時に図柄６４の意匠が見え
にくくなり、透明文字板６１の背景の第１表示面１１を見通すことができ、必要に応じて
光源６２の点灯時に図柄６４の意匠が現れるようにすることができる。そして、表示装置
１は、上記のように非表示状態で図柄６４を構成する溝６５を見えにくい構造とし、適正
な視認性を確保することができる。
【００７２】
　なお、上述した本発明の実施形態に係る表示装置は、上述した実施形態に限定されず、
特許請求の範囲に記載された範囲で種々の変更が可能である。
【００７３】
　以上の説明では、ディスプレイ４１は、１つで構成されるものとして説明したが２つ以
上が組み合わせられて構成されてもよい。以上で説明した表示装置１は、例えば、ディス
プレイ４１の偏光方向Ｌ３が鉛直方向に対して傾斜していてもよく、この場合であっても
偏光方向Ｌ３と延在方向Ｌ１とが上記のような関係になっていればよい。
【００７４】
　以上の説明では、背面側表示装置４は、ディスプレイ４１とセグメント表示部４２とを
含んで構成されるものとして説明したが、これらにかえて、あるいは、これらに加えてア
ナログ計器等を含んで構成されてもよい。この場合、第１表示面１１は、アナログ計器、
及び、その文字板の表面（奥行き方向前面側の面）を含んで構成される。またこの場合、
表示装置１は、アナログ計器の光源と、溝６５が形成される部材である透明文字板６１と
の間に、当該アナログ計器の光源からの光を、一方向（ここでは、偏光方向Ｌ３）に偏光
された光にする偏光板を備えていてもよい。この場合であっても、表示装置１は、溝６５
が偏向された光の偏光方向Ｌ３と交差する方向に延在するようにして形成されることで、
第２表示面１２の非表示状態で図柄６４を構成する溝６５を見えにくい構造とすることが
できる。
【００７５】
　また、以上の説明では、背面側表示装置４と前面側表示装置６とによって速度計、回転
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計、水温計、燃料計を構成するものとして説明したがこれに限らない。例えば、表示装置
１は、第２表示面１２に図柄６４として、車の形状を模した図柄を設けると共に、第１表
示面１１を構成する画像表示面４１ａに車両情報として、開放されているドアの位置の画
像を表示させ、これらを重ねて表示することで、車両情報と図柄６４とを連携させて車両
におけるドア開位置に関する情報を表示するようにしてもよい。
【００７６】
　以上で説明した図１１では、溝６５を、底部の角度をほぼ９０°（ｄｅｇ）とした直角
二等辺三角形をなす略Ｖ字状の断面形状であるものとして説明したがこれ限らない。溝６
５は、例えば、底部の角度が９０°（ｄｅｇ）でなくてもよく、また、二等辺三角形でな
い略Ｖ字状の断面形状、例えば、不等辺三角形状の断面形状であってもよい。また、以上
の説明では、第２表示面１２に形成された図柄６４は、凹凸部としての複数の微細な溝６
５によって構成されるものとして説明したがこれに限らず、光源６２からの光を反射させ
る凹凸部としては、複数の微細なドット、複数の微細な凹凸を有する印刷層等の光反射構
造であってもよい。
【００７７】
　以上で説明した第１透明導光板と第２透明導光板との関係は、隣接する透明文字板６１
の一方を第１透明導光板とし、他方を第２透明導光板とすればよく、第１図柄、第１光源
と第２図柄、第２光源との関係もこれに準じればよい。例えば、サブ透明文字板６１Ｂを
第１透明導光板とした場合、回転計目盛図柄６４Ｂが第１図柄、サブ用光源６２Ｂが第１
光源、メイン透明文字板６１Ａが第２透明導光板、メイン用光源６２Ａが第２光源、速度
計大目盛図柄６４Ａが第２図柄となる。
【００７８】
　以上の説明では、第２表示面１２は、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ
とサブ透明文字板６１Ｃとに分かれて３分割されて構成されているものとして説明したが
これに限らず、２分割されて構成されてもよいし、４分割以上されて構成されてもよい。
【００７９】
　以上の説明では、メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとは、相互
に隣接する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌが想定視認方向に沿って形成される
ものとして説明したが、これに限らず、図１５の変形例に示すように必ずしも想定視認方
向に沿っていなくてもよい。
【００８０】
　以上で説明した端面６１ｄと端面６１ｌとは、図１６の変形例に例示するように、メイ
ン透明文字板６１Ａの厚み方向の中心線ＣＡとサブ透明文字板６１Ｃの厚み方向の中心線
ＣＣとが平行（幅方向とほぼ平行）で、かつ、奥行き方向にオフセットされるようにして
設けられることで、奥行き方向にずれた構成としてもよい。同様に、端面６１ｃと端面６
１ｈとは、メイン透明文字板６１Ａの厚み方向の中心線ＣＡとサブ透明文字板６１Ｂの厚
み方向の中心線ＣＢとが平行（幅方向とほぼ平行）で、かつ、奥行き方向にオフセットさ
れるようにして設けられることで、奥行き方向にずれた構成としてもよい。
【００８１】
　以上で説明したメイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字板６１Ｂ、６１Ｃとは、端面６
１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌの位置が奥行き方向にずれて位置することで、相互に隣接
する側の端面６１ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌの一方が他方からの漏れ光の出射範囲外に
位置するものとして説明したがこれに限らない。メイン透明文字板６１Ａとサブ透明文字
板６１Ｂ、６１Ｃとは、図１７の変形例に例示するように、相互に隣接する側の端面６１
ｃ、６１ｄ、６１ｈ、６１ｌの一方と他方が完全に正対せず、一方の一部分でも他方から
の漏れ光の出射範囲外に位置していれば、漏れ光による影響を低減することができる。
【符号の説明】
【００８２】
１　　表示装置
１１　　第１表示面
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１２　　第２表示面
６１　　透明文字板
６１Ａ　　メイン透明文字板（第１透明導光板）
６１Ｂ、６１Ｃ　　サブ透明文字板（第２透明導光板）
６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄ、６１ｅ、６１ｆ、６１ｇ、６１ｈ、６１ｉ、６１ｊ、
６１ｋ、６１ｌ　　端面
６２　　光源
６２Ａ　　メイン用光源（第１光源）
６２Ｂ、６２Ｃ　　サブ用光源（第２光源）
６４　　　図柄
６４Ａ　　速度計大目盛図柄（第１図柄）
６４Ｂ　　回転計目盛図柄（第２図柄）
６４Ｃ　　水温計目盛図柄（第２図柄）
６４Ｄ　　燃料計目盛図柄（第２図柄）
６５　　溝（凹凸部）
Ｌ１　　延在方向
Ｌ２　　照射方向
Ｌ３　　偏光方向

【図１】 【図２】
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